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学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫

参加者アンケートより

3月2日（木）に2022年度第3回FD教員セミナー「学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.2」をオンライン
にて開催しました。本セミナーは昨年好評だった「学生が選ぶベストティーチャー賞」受賞教員による講演の第２弾で、今回
は文学部の小島尚人専任講師、理工学部の作村建紀専任講師に授業運営の工夫についてご講演いただきました。かつてない多
くの先生方にご参加いただき、双方向性のある授業の体験や質疑応答、参加者同士の意見交換もあり、大いに盛り上がりまし
た。 ＜参加者数：140名 ＞

【お問い合わせ】教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター
Webサイト：https://www.hoseikyoiku.jp/lf/

◆小島尚人（文学部専任講師）
「授業の工夫は何のため－教員が楽しく学べる場をめざして」

・どんな工夫が効果的かは、授業ごとに異なる。
各授業で①題材選び②課題の出し方③フィードバック方法を検討している。

・何を学ぶための授業かをはっきりさせる。
解釈の発信と共有による視野の広がりが文学研究の面白さ。
それを伝えることを意識している。

・労力はかかるが、学生からの発信を楽しみ、楽しそうにフィードバック
することが重要。

・学生のコメントをクラス全体で共有することで、どんな意見でも発信して
いいのだと感じてもらえる。

◆作村建紀（理工学部専任講師）
「対面授業を超えたオンライン授業へ」

・わかりやすい授業、質問のしやすさ、生徒同士の交流の場を意識している
・スライドにタッチペンで書き込みながら解説する。
・授業中に学生からのコメントをその場で共有できるサービスを利用し、会
話するように授業を進めている。

・授業後に学習支援システムを利用し、疑問点や理解度を確認したうえで
次の授業でフィードバックを行う。

・ブレイクアウトルームによる学生間の交流の機会を設けている。
・スライド作成と同時に配布資料もできるよう工夫し、教員の負担を軽減
している。

 お二人の先生方の講演は、いずれも素晴らしかった。小島先生は、担当授業の意義、方法、目的を熟慮し、最も効果的な
フィードバックの仕方を教えてくださった。そして、教員自身が授業を楽しめないと、学生にも学問の楽しさが伝わらない、
という教育の醍醐味を再確認させてくださった。作村先生は、色々なソフトウェアを駆使し、オンライン授業で、どこまで
優れた授業ができるかを実演してくださった。お二人の共通点は、学生の関心を引き付けて、自発的に学びへと導いている
点にあると拝見した。教授法の精神と斬新な技術の活用とに触れることのできた有意義な時間であった。

 登壇したお二方とも、自らの研究と授業を同列に捉えて重きを置いている姿勢、柔軟な対応を考える人間性が共通している
と感じた。

 大人数の授業であっても、いろいろなツールを使って学生と教員、学生同士のコミュニケーションがとれるような工夫をさ
れ、参考になりました。

 小島先生、作村先生の授業で実践されている、学生の主体的な学びを引き出すため工夫や楽しいと思ってもらえるような仕
掛けが興味深く、大変参考になりました。対面・オンラインといった授業形態に関係なく、どちらの授業からもライブ感が
感じられる点も魅力的でした。

 小島先生は授業内容はもちろんですが、フィードバックがしっかりとされていて、学生に寄り添った授業を展開していて感
銘を受けました。作村先生の授業展開は、色々なソフトウェアを実際に活用したことにより、本当に授業に参加している気
分で新鮮なセミナーとなり、とても楽しく勉強になりました。

 小島先生には、学生の興味・関心を引き出す教材選びの秀逸さを感じ、それは日々の研究力に裏打ちされているものと察し
ました。教育と研究は密接に関わっていることを改めて感じた次第です。

 作村先生は、リアルタイムで届くコメントのさばきが見事で、コメント返ししながら授業を発散せずに進行させていく力量
に感銘を受けました。また、コロナ禍という環境を前向きに捉えて教育実践される先生の姿勢自体が、学生に好影響を与え
ているとも感じました。

 今回は、登壇の先生以外にも、参加されている先生方からもいろいろなアイデアが出されて、それも含めて大変役に立ちま
した。自分の授業に、いろいろ取り入れていきたいと思います。


